別添様式
平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：民生費　項：社会福祉費　目：障害者福祉費
	事業名: 全国障害者スポーツ大会補助金（単補）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　健康福祉部　障害福祉課　社会参加担当　電話番号：058-272-1111（内2613）
　　　　　　　　　　　E-mail：c11226@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：59,679千円（前年度予算額：33,992千円）

	事業内容


	１　事業の内容


①　経緯
　　　昭和３９年　パラリンピック東京大会
　　　昭和４０年　国民体育大会の開催地（岐阜県）で全国身体障害者スポーツ大会開催以降、毎年
国体開催地で全国身体障害者スポーツ大会を実施
　　　平成  ４年　全国知的障害者スポーツ大会「ゆうあいピック」開催、以降都道府県持ち回り
　　　平成１２年　ゆうあいピックぎふ大会
　　　　　　　　　国際的にパラリンピック競技大会に知的障がい者の競技種目が加わるなど、障が
い者全体のスポーツとして楽しんだり競ったりするものとなってきた
　　　平成１３年　両大会を統合し、第１回全国障害者スポーツ大会の開催
　            　　全国大会開催当初より、開催県に岐阜県選手団（選手及び役員）を派遣
　　　平成２３年　第１１回全国障害者スポーツ大会（おいでませ山口大会）
     　　       　開催地：山口県　　期　間：平成23年10月22日～24日
平成２４年  第１２回全国障害者スポーツ大会（ぎふ清流大会）を岐阜県で開催
②　目的 
　　障がいのある選手が、障がい者スポーツの全国的な祭典である全国障害者スポーツ大会に参加
し、競技等を通じ、スポーツの楽しさを体験するとともに、平成２４年の「ぎふ清流大会」開催
にあたり、開催県にふさわしい成績を収めることを目指すことで、県民の障がいに対する理解を
深め、障がい者の社会参加の推進に寄与することを目的とする。 
③　内容                      
　・全国障害者スポーツ大会及び地区ブロック大会(団体競技のみ)へ本県選手団を派遣する経費に
対し補助
　・第１２回全国障害者スポーツ大会に向けての選手育成・強化について岐阜県障害者スポーツ協
会に対し補助
（ア）ぎふ清流大会推進委員会会議費（平成20年3月設立）平成22年４月岐阜県選手育成強化委員会より改称
（イ）大会枠増に伴う選手の育成・強化費を計上
（ウ）岐阜県障害者スポーツ協会の業務量増に伴う選手強化推進員配置    
③　事業主体

　　岐阜県障害者スポーツ協会
④　今後の方針
    　　　平成２５年度以降は、開催県に認められる特別の出場枠はなくなり、予算規模は縮小するが、

これまでの育成強化の取組を一過性に終わらせないよう選手の育成強化を継続的に実施していく

必要がある。
	２　所要経費


５９，６７９千円

	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ安心して暮らせる岐阜県づくり
　３障がいのある人が個性を発揮して暮らせる地域を作る。
○重点プログラムへの位置づけ
　　Ｖふるさと岐阜県を未来につなぐ人づくり
　　１６　ぎふ清流国体・ぎふ清流大会プロジェクト
   　ⅴスポーツを担う人づくり（競技力の向上）
　 　◆障がい者のスポーツの振興
    　・障がい者スポーツ大会を開催し、選手の発掘、強化練習・合宿を実施
	２　これまでの取組状況


大会派遣実績（単位；人）

	
	平成21年度
	平成22年度
	平成23年度

	選手
	65
	60
	97 

	役員
	45
	42
	60

	合計
	110
	102
	157 


平成２３年度は、後催県としての個人競技枠の拡大と団体競技４チーム出場の為、選手数が増加した。
	３　これまでの取組に対する評価


　団体競技の出場数の増加等、ぎふ清流大会に向けた選手強化の成果が表れている。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	再　生

基　金
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財　源
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支出金
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